
    

古戯都十全 

 

尿意の呼びかけで目覚めた薄闇のなか、 

 風のない部屋でふらつく脳髄に合わせて波立つカーテンの輪郭の 

偽りの瞬きに夜明け前を知悉し、 

前夜の洪水的自慰で憔悴しきった尉面を鏡に映し、 

鏡から受け取った⿁面には、お前に顔は必要ないと言われ、 

 適度に固まりつつあった記憶をバラバラにして 

 意味のない羅列につなぎ合わせる遊びに興じながら、 

便器に脳髄を突っ込み床に放尿し、ベッドに戻り肌を撫でても、 

爛れたブルースと粘つくファンクは耳に響かず、 

夜を偽り、いま朝を偽ろうとした尿意を持つすべての人間の 

性器に能面をあてがう企てに笑い、呆れ、また催し、 

偽りの夜明けを支配するものから逃れるためカーテンに 

しがみついてずりおろしても、 

 麻酔を打たれた街は夜明けを知らぬまま傷病人のように腹ばいで 



青くなっているだけで、 

しびれる脳髄を引きずって外に出ると、 

怠惰な夜明け前には夜叉、淫らな昼に阿修羅を潜ませている 

ドラッグストアまで這っていき、 

駐車場に繁茂する車止めの一つにしがみついて変わらぬ愛を語り、 

店先で純正のソウルを請うアンフェタミン中毒の女に偽りの愛を騙り、 

ドラッグストアで買った頭痛薬と風邪薬を粉々に砕いて 

アスピリンとイブプロフェンだけを選り分けてアンフェタミンと混ぜ、 

 女にそれを鼻から吸わせて阿修羅の慟哭を幻聴させ、 

あれだけ焦がれていた夜明けが近づけば去り行く酔狂を惜しみ、 

頭蓋内に張り付けた世界地図に示された無数の国境を 

むかし捨てた街で知った女の乳房の形に引き直し、 

視界に入る人間がすべて機械になればいいと思い、 

 幻聴をやめた女の耳に蘭を刺し、 

 女が吐いたアンフェタミンとメタンフェタミンと血液と胃液の 

混合汚物をゴミ収集車に回収させ、 

 ゴミ収集車の運転手に脳髄をぶちまける勢いで頭突きし、 



部屋に戻ってカーテンを丸めて燃やして夜明け前の青い街におさらば、 

水を抜いたバスタブに飛び込み、 

バラバラにした記憶から選り分けた冬の偽りの夜明けに凍える尿道の 

記憶で脳髄を冷やし、 

 耳からあらゆる音が抜けていくような心地で深呼吸し、 

 酔狂を醒まして外の耄碌した世界を酔わせよう、 

それには偽りの夜明けすら知らずに、排尿した液体を踊らせてクーデターに 

興じる傭兵どもを背にして摘み取られた豆を、 

貨幣で挽いて淹れた一杯のコーヒーにあずかり、 

冷やした脳髄に溜まったしがない言葉の群生の刃先を研いで睾丸に送り、 

尿道から窓の外へ途切れ途切れに放出するだけでいい 


